
平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 23 事業No. 390

事務事業名 上下水道料金賦課徴収事務
会計 水道事業会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 経営管理課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 飯田市水道ビジョン、第１次飯田市下水道事業経営計画

 飯田市水道事業経営戦略

 飯田市下水道事業経営戦略

法令・例規等
 地方公営企業法

  

  

事業目的
対象 上下水道の使用者

意図 上下水道料金の適正な賦課と確実な徴収を図る

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

料金の未納者を把握し、個々の経済状況に応じた納入方法を検討し、滞納の解消を図ります。

遅延損害金・延滞金の賦課対象となる28年４月１日以降の債権と、それ以前の債権の扱いを検討し、適正な債権管理

を行います。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
未納者の納入管理と居所不明者の所在確認により、適正な債権管

理を行います。

月例の定例会を開催し、納入状況の確認と未納者への対応を検討

し、滞納の解消に努めます。

業務マニュアルを基本に、関係課及びお客様センターとの厳密な

連携を図り、書類審査やデータ入力を確実に行います。

指定工事店には適正な諸手続きを依頼し、不正工事に対しては厳

格に対応します。

30年10月以降の料金徴収委託業者の選定を行います。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
水道料金収納率 ％ 98.2    

下水道使用料収納率 ％ 99.3    

長期未納者の削減 件 5    

月例定例会の開催 回 12    

業務委託検討会議 回 10    

      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 0  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 0

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1       
 

 
 

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 390 事業名  上下水道料金賦課徴収事務 経営管理課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況   長期及び多額滞納者数と滞納額を

年度末に

年度当初から減少させる

・毎月お客様センター会議を開催し、情報

、課題等の共有、対応協議等を行う。

・毎月、長期未納者への個別対応を協議、

納入状況を管理する。

・滞納状況を把握し、延滞金の発生を未然

に防ぐ。

・お客様ｾﾝﾀｰとの定例会議を

毎月実施し、長期未納者の管理を

継続的に行った。9/15現在の実

績では、人数18人→17人（△2+

1）、金額で約20万円減少した。

○

・お客様ｾﾝﾀｰとの月例会議を

開催し、長期未納者の管理を継続

的に行った。人数は18人から17

人（△2+1）に、滞納額は651千

円減少した。

○



平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 23 事業No. 391

事務事業名 水道事業経営基盤向上事業
会計 水道事業会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 経営管理課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 飯田市水道ビジョン

 飯田市水道事業経営戦略

  

法令・例規等
 地方公営企業法

  

  

事業目的
対象 水道事業会計・簡易水道事業会計

意図 適正な収益の確保、経費の節減により、安定した経営を持続する。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

今後は人口減少に伴う料金収入の減少が想定されますが、一方では老朽施設の更新、耐震化やリニア中央新幹線、三

遠南信自動車道への対応などが必要となり、厳しい経営状況が予想されます。このような中でも平成28年度に策定し

た「水道ビジョン(改定版)」「水道事業経営戦略」をもとに随時経営状況を確認しながら、健全で良好な経営を維持

していきます。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
平成29年度は簡易水道事業の地方公営企業法適用１年目となるた

め、財務諸表や経営指標を用いて水道事業全体の経営状況を把握

していきます。

　平成28年度の決算の際には「水道ビジョン(改定版)」や「水道

事業経営戦略」との確認を行い、平成30年度予算編成では両計画

をもとに健全で良好な経営を維持できる予算編成を行います。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
経常収支比率 ％ 104.5    

      

      

      

      

      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 0  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 0

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1       
 

 
 

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 391 事業名  水道事業経営基盤向上事業 経営管理課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況   飯田市水道ビジョンに掲載された

事業の進捗を

年間を通じ

管理する

・H28決算後、H29実施予定事業の進捗状

況を随時確認する。

・進捗の状況によっては以後の事業計画の

検討を行う。

・決算を経て、長期財政計画の検

討を行った。

・簡水の打切決算、統合処理が順

調に進んだ。

・妙琴浄水場や鼎配水池等大型工

事が順調に進捗していることを確

認した。

・リニア事業に合わせ、水道整備

の検討を実施した。

○

・決算を経て、長期財政計画の検

討を行った。

・簡水の打切決算、統合処理が順

調に進んだ。

・鼎配水池は予定どおり今年度し

ゅん工することができた。

・リニア事業に合わせ、水道整備

の検討を実施した。

○



平成29年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 23 事業No. 400

事務事業名 下水道事業経営基盤向上事業
会計 下水道事業会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 経営管理課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 第１次飯田市下水道事業経営計画

 飯田市下水道事業経営戦略

  

法令・例規等
 地方公営企業法

  

  

事業目的
対象 下水道事業

意図 適正な収益の確保、経費の節減により、安定した経営を持続する。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

人口減少等に伴う料金収入の減少が想定されますが、一方では老朽施設の更新、耐震化やリニア中央新幹線、三遠南

信自動車道への対応などが必要となり、厳しい経営状況が予想されます。このような中でも「第1次下水道事業経営

計画」「下水道事業経営戦略」をもとに、公営企業会計移行への対応及び適切な資金管理による事業管理により、持

続可能な健全で良好な経営を維持していきます。

29年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
地方公営企業法の適用後、初めての決算を適切に行うのにあたり

、経営安定へ向けての経営分析を行い、下水道事業経営の透明化

に努めます。

「第１次飯田市下水道事業経営計画」及び「下水道事業経営戦略

」に基づいた、施設管理や事業実施の管理を行います。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

 
平成31年度

 
平成32年度

 
経常収支比率 ％ 105.9    

      

      

      

      

      

29年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 0  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 0

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1       
 

 
 

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
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(環境ISO管理)

事業No. 400 事業名  下水道事業経営基盤向上事業 経営管理課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況   第1次下水道事業経営計画の進捗

と次期計画について

年間を通じ

進捗管理と策定準備を進める

・H28決算後、12月までに事業の進捗状況

及びH30年度までの見込みについて確認す

る。

・H31からの次期計画の、策定準備を進め

年度末に骨子を固める。

・決算を経て、長期財政計画の検

討を行った。

・処理区の統合や個別処理化等今

後の方針を副市長に説明した。結

果を次期計画へ反映させる。

・あり方検討を実施し、次期計画

策定方針を年内を目途に検討中で

ある。

・リニア事業に合わせ、下水整備

の検討を実施した。

○

・下水道あり方検討による結果に

より、平成29年12月22日に局の

方針として、ストックマネジメン

ト計画策定との整合を取るため現

経営計画の２年延長を決定した。

・平成30年12月議会報告を目指

して、30年度は庁内のオーソラ

イズを行う。

○
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